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【開催日】 令和３年３月９日 

【開催場所】 議場 

【開会・散会時間】 午前１０時～午前１１時 

【出席委員】 

委 員 長 矢 田 松 夫 副 委 員 長 河 野 朋 子 

委 員 伊 場   勇 委 員 大 井 淳一朗 

委 員 岡 山   明 委 員 奥   良 秀 

委 員 河 﨑 平 男 委 員 笹 木 慶 之 

委 員 水 津   治 委    員 杉 本 保 喜 

委 員 髙 松 秀 樹 委 員 恒 松 恵 子 

委 員 中 岡 英 二 委 員 中 村 博 行 

委 員 長谷川 知 司 委 員 藤 岡 修 美 

委 員 松 尾 数 則 委 員 宮 本 政 志 

委 員 森 山 喜 久 委 員 山 田 伸 幸 

委 員 吉 永 美 子   
  
【欠席委員】 なし 

 

【委員外出席議員等】 

議 長 小 野   泰   

 

【傍聴議員】 なし 
 

【執行部出席者】   

副 市 長 古 川 博 三 総 務 部 長 川  地     諭 

企 画 部 長 清 水   保 市 民 部 長 川 﨑 浩 美 

福 祉 部 長 兼  本  裕  子 経 済 部 長 河  口  修  司 

建 設 部 長 森 弘 健 二 教 育 長 長谷川   裕 

教 育 部 長 岡 原 一 恵 総 合 事 務 所 長 篠 原 正 裕 

財 政 課 長 山 本   玄   

 

【事務局出席者】 

事 務 局 長 尾  山  邦  彦 事 務 局 次 長 石   田    隆 

議 事 係 長 中 村 潤之介 事 務 局 書 記 原 田 尚 枝 

 

【付議事項】 

１ 議案第１号 令和２年度山陽小野田市一般会計補正予算（第１９回）に
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ついて 

 

２ 承認第１号 令和２年度山陽小野田市一般会計補正予算（第１７回）に

関する専決処分について 

 

３ 承認第２号 令和２年度山陽小野田市一般会計補正予算（第１８回）に

関する専決処分について 

 

午前１０時開会 

 

矢田松夫委員長 ただいまから一般会計予算決算常任委員会を開会します。本

日の審査日程については、お手元に配付してある日程の内容で進めてい

きたいと思っております。それでは議案第１号、令和２年度山陽小野田

市一般会計補正予算（第１９回）について、各分科会での審査が終了し

ましたので、分科会会長の報告を求めます。最初に総務文教分科会会長。 

 

（河野朋子総務文教分科会長 登壇） 

 

河野朋子総務文教分科会長 それでは本議案のうち、総務文教常任委員会所管

部分について、２月２４日に委員全員出席の下、総務文教分科会を開催

し、慎重審査しましたので、その内容について報告します。まず概要で

すが、今回の補正の主なものは、歳入では寄附金、市税、繰入金の減額、

歳出では、議会費において視察旅費、総務費において厚狭地区複合施設

費の減額、消防費の減額、教育費においてＧＩＧＡスクール推進事業、

埴生地区複合施設整備事業等の減額を行うものです。審査で明らかにな

ったことは、歳入では１款市税で市民税７，０００万円の減額は、企業

の収益減と徴収猶予の特例が設けられたため。固定資産税１億６，７０

０万円の減額は、徴収猶予の特例が設けられたためです。１９款繰入金

では、財政調整基金繰入金３億１，４２２万２，０００円の減額。これ

により、令和２年度末の予算上の残高が３７億６，１０２万１，０００

円となります。２２款市債では、減収補填債８，０００万円の増額は、

国において特例として、減収補填債の対象税目が拡大され、市たばこ税、

地方揮発油譲与税、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金が当該特

例措置の対象となったためです。歳出では、１款議会費において視察旅

費５６７万３，０００円の減額は、新型コロナウイルスの感染拡大によ

り、議長会等の会議が書面会議となったり、他市への行政視察を行うこ

とができなかったりしたためです。２款総務費において厚狭地区複合施
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設費５９５万円の減額は、警備委託料、清掃委託料の入札減などのため。

９款消防費において、常備消防費１，３４８万６，０００円の減額は、

宇部・山陽小野田消防組合費分担金の減額で、人事院勧告による期末手

当支給月数の引下げや、各種事業費の不用額の精算等のためです。非常

備消防費１，０４５万円の減額は、新型コロナウイルスの感染拡大によ

り会議、消防操法訓練、消防操法大会、消防出初式を中止したためです。

ここでの主な質疑は、「訓練等が中止になったが、どのように補ったのか」

との質問に「操法大会、操法訓練等のための訓練は中止をしたが、月に

１回程度、各分団の訓練は実施している」との答弁でした。次に１０款

教育費のＧＩＧＡスクール推進事業では、小学校費１億６，９１９万円

の減額、中学校費８，８６１万４，０００円の減額です。これは他市と

の共同調達により、大幅に端末の購入費が下がったためです。埴生地区

複合施設整備事業費の工事請負費５，４１８万２，０００円の減額は、

入札減などのためです。ここでの主な質疑は、「実際にタブレット端末を

使った授業等、活用が始まっているのか」との質問に「１２月に現場の

教職員と校長会代表でＩＣＴの推進委員会を作って、４回会議をした。

早い学校では児童生徒と一緒に使って、授業で使うにはどういう方法が

一番効果的か考えている」との答弁がありました。「埴生地区複合施設整

備事業の工事請負費で、解体が３，８７７万５，０００円となっている

理由は」との質問に「入札契約額が２，１４５万円で、今後の増加幅を

最大３割と見込み、工事価格を２，７８８万５，０００円と見積もった。

この額から、前払金８５０万円を差し引いた額が、この度、繰り越す１，

９３８万５，０００円であり、不用額が３，８７７万５，０００円とな

る」との答弁でした。また、繰越明許費補正では、高度無線環境整備推

進事業５，８１０万円ですが、これは、当初１０月初旬に国から交付決

定を受ける予定でしたが、１１月後半となり、事業着手に１か月半程度

遅れが生じた上、既設電柱の移設が必要となり、地権者との折衝にも時

間を要したため」です。ＬＡＢＶアドバイザリー業務１，１００万円で

すが、事業構想の策定には、市、小野田商工会議所、山口東京理科大学、

山口銀行の４者間で十分な協議・調整が必要ですが、新型コロナウイル

スの感染拡大により、４者で集まることができず、３月末までの事業構

想の策定が困難となったため計上しています。ここでの主な質疑は、「国

からの交付決定がずれた理由は何か」との質問に「申請件数が国の想定

より多く、審査等に時間を要したと推測している」との答弁。「ＬＡＢＶ

アドバイザリー業務の成果物はいつ提出されるのか」との質問に「新年

度が始まって、早い段階で成果物が上がるように努めたい」との答弁が

ありました。以上で報告を終わります。委員各位の慎重審議のほど、よ
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ろしくお願いします。 

 

（河野朋子総務文教分科会長 降壇） 

 

矢田松夫委員長 総務文教分科会の報告が終わりましたので、これより質疑を

行います。御質疑はありませんか。 

 

藤岡修美委員 埴生地区複合施設整備事業費ですけども、主な質疑の中で、入

札契約額２，１４５万円で、今後の増加幅を最大３割と見込んでという

ことで、６００万円ちょっとの変更額を見込んで、２，７８８万５，０

００円と見積もっておられるんですけれども、この解体工事については、

かなりの低落札の割合だったと記憶しておりまして、現実には６００万

何がしかの金額を見込んでいるということです。その請負率というか、

落札率を考慮すると、５割の落札率にしても、１，２００万何がしの設

計上の変更増が見込まれないと、こういった金額は出てこないんです。

かなりの金額ですけれども、その根拠というか、なぜそういった金額が

増えるかというような審議があったでしょうか。 

 

河野朋子総務文教分科会長 この事業に関しては、先ほど報告しましたように、

予定価格が５，５００万円近くあったものが、入札契約額が２，１００

万円ということで、落札率がかなり落ち込んでおりますけれども、それ

に対して、今後増加すると見込まれる額を３割、今言われたように６４

３万何がしかですけども、それを見込んで、工事価格を２，７８８万５，

０００円というふうに設定しております。これについて、工事の内容と

いうか、落札率の割合からしてどうなのかというような質問だと思うん

ですけれども、執行部から３割について、想定しなかった素材とかアス

ベストが出てきたりとかということが想定されるので、３割を見込んだ

というような答弁にとどまっておりますし、それに対して、委員も３割

を見込んだということで、具体的にまだどういった事象が起きてくるか

ということを確認されているわけではないですねというような質問に対

しましては、執行部のほうから、全て出てきているわけではないが、既

に調査に入っている中で、少しずつ増額の現象が出てきているというよ

うな答弁がありました。今の御質問のような落札率に関わって、工事の

価格がかなり高額じゃないのかというようなことについての質疑は、分

科会の中では出ておりませんでした。 

 

矢田松夫委員長 ほかに御質疑ありませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）それで
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は以上で質疑を終わります。次に民生福祉分科会の報告を求めます。 

 

（大井淳一朗民生福祉分科会長 登壇） 

 

大井淳一朗民生福祉分科会長 去る２月２４日、分科会員全員出席の下、実施

しました民生福祉分科会の担任事項について、お手元の報告概要に従っ

て御報告します。今回の補正は、生活保護費国庫負担金償還金の増額な

ど、取り急ぎ措置すべき案件に加え、山陽地区公立保育所整備事業や自

立支援医療給付費の減額などの決算を見込んだ補正です。歳出のうち、

２款総務費、１項１９目１９節防犯外灯設置補助金３００万円の減額は、

申請件数が当初見込みより減少したことによるものです。１項２１目８

節報償金５０万２，０００円の減額は、新型コロナウイルスの感染拡大

に伴い、施設等に出向いてコンサート等を行うアウトリーチ事業を中止

したことによるものです。主な質疑ですが、「ＬＥＤ外灯が普及したこと

を受けて、今後、計画の見直しをするのか」との質問に「ＬＥＤ外灯の

設置が頭打ちとなったわけではなく、少しずつ件数は伸びていく」との

答弁。「アウトリーチ事業は、今後開催するのか」との質問に「今後も引

き続き開催したいと考えている」との答弁でした。３款民生費、１項２

目２０節自立支援医療給付費の更生医療分１，３００万円の減額は、生

活保護受給者のうち、該当者が減少したことによるものです。２項２目

１９節保育所等におけるＩＣＴ化推進等事業１５０万円の増額は、私立

保育所等が、保育士の業務負担軽減を図るため、ＩＣＴ等を活用した業

務システムを導入した場合に、その費用を補助するものです。主な質疑

ですが、「更生医療の該当者はどれぐらいいるのか」との質問に「現在、

２４７人の受給があり、そのうち生活保護受給者は１１名である」との

答弁。「ＩＣＴ化推進等事業は、公立保育所も対象となるのか」との質問

に「公立保育所も対象である。令和４年度開園予定の新保育園への導入

を検討している」との答弁でした。４款衛生費、１項１目１３節妊婦健

康診査委託料５５３万６，０００円の減額は、妊娠届出数が当初見込み

より少なかったことに伴い、健診の対象者が減少したことによるもので

す。主な質疑ですが、「妊娠届出数が年々下がってきている実態があるの

か」との質問に「昨年と比較して、そこまでは減少していないが、今後

も減っていくと考えている」との答弁でした。繰越明許費、一般廃棄物

焼却施設補修事業４，７６６万３，０００円は、新型コロナウイルスの

影響により、施工材料と作業員の手配がスムーズに行われず、年度内の

施工完了が困難となったため、次年度に繰り越すものです。主な質疑で

すが、「現在の操業に何か問題は起きているのか」との質問に「直接的に
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は運営管理に大きな支障は出ていないが、非常に厳しい状況が続いてい

る。できるだけ早めに修繕したいと考えている」との答弁でした。以上

で民生福祉分科会の報告を終わります。 

 

（大井淳一朗民生福祉分科会長 降壇） 

 

矢田松夫委員長 民生福祉分科会の報告が終わりましたので、これより質疑を

行います。御質疑はありませんか。 

 

山田伸幸委員 先ほどの報告で保育士の負担軽減ということで、ＩＣＴ等を活

用した業務システムというふうに説明をされました。これを導入した費

用の補助が計上されているわけですが、こういった保育の現場というの

は、基本的には人の手が主に必要とされるんですが、ＩＣＴがどのよう

に保育の業務の中で生かされていくのか、どのように使われていくのか、

そして、どのような負担軽減になるのか説明があったでしょうか。 

 

大井淳一朗民生福祉分科会長 この事業についてもう少し詳しく説明してもら

えないかとの質疑がありました。対象事業については、保育士の業務負

担を軽減するために、三つの機能を持ったＩＣＴのシステム、三つの機

能と申しますのは、保育に関する計画、記録に関する機能と園児の登園

及び降園の管理に関する機能、保護者との連絡に関する機能といった三

つの機能を有するシステムを導入した場合に補助するということですの

で、先ほどの保育の計画と記録、それから園児の登園、降園の管理、保

護者との連絡、この３点について、業務負担が軽減されるとの説明でし

た。 

 

矢田松夫委員長 ほかに御質疑はありませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）質疑

なしと認めます。次に、産業建設分科会の報告を求めます。 

 

（中村博行産業建設分科会長 登壇） 

 

中村博行産業建設分科会長 議案第１号、令和２年度山陽小野田市一般会計補

正予算（第１９回）の産業建設分科会担任事項について、２月２５日、

委員７人全員出席の下、産業建設分科会を開催し、慎重審査しましたの

で、事業の内容、主な質疑について報告します。まず、概要です。今回

の補正は、決算を見込んだ事業費の精算等の取り急ぎ措置すべき案件に

ついての補正です。まず、４款衛生費から行きます。１項３目環境衛生
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費、１９節負担金、補助及び交付金１，２７０万円の減額は、本年度の

補助金交付実績を考慮したものです。ここでの主な質疑では、「浄化槽の

設置実績の見込みは」との質問に「新規設置は４８件で、単独浄化槽か

ら合併浄化槽への転換が６件である」との答弁がありました。次に労働

費です。１項１目労働諸費、１３節委託料の就労支援業務委託料２５０

万円の減額は、子育て女性等就職応援事業をコロナウイルス感染症拡大

により中止したものです。次に、６款農林水産業費、１項１目農業委員

会費、１節報酬８０１万５，０００円の減額は、農業委員と農地最適化

推進委員の交付金に関連する能率給を減額するものです。１項４目農地

総務費、１９節負担金、補助及び交付金の多面的機能支払い制度補助金

２６９万８，０００円の減額と、５目土地改良事業費、１３節委託料の

ハザードマップ作成委託料１９９万円の減額は、補助金の内示額が申請

額を下回ったことによるものです。１９節負担金、補助及び交付金の県

事業負担金２９６万９，０００円の増額は、土地改良事業については、

国の補正に伴う増額、農業競争力強化農地整備事業については、国の補

正に伴う増額と内示額が申請額を下回ったことによる減額の差引きによ

るものです。３項３目漁港建設費、１３節委託料の設計委託料３４０万

円の減額は、入札減によるもの。１５節工事請負費３，４９９万９，０

００円の減額は、埴生漁港整備事業に係る補助金の内示額が申請額を下

回ったことによるものです。ここでの主な質疑では、「多面的機能支払い

制度補助金の内示割れについて説明を」との質問に「当初、国への申請

額は１，４０２万４，０００円であったが、内示額は１，１５０万５，

９４８円となり、要求額の８１％となった」との答弁。次に、「ハザード

マップの作成状況は」との質問に「防災重点ため池９４か所について作

成する予定で、昨年度３２件、本年度２９件、来年度３３件を作成する」

との答弁。「９４件全て国費１００％か」との質問に「そのとおりである」

との答弁がありました。次に７款商工費です。１項１目商工総務費、１

３節委託料のデマンド型交通運行業務委託料２０６万７，０００円の減

額は、入札減によるもの。バス路線再編支援業務委託料３０４万７，０

００円の減額は、コンサルタント業者を決定するプロポーザルを実施で

きなかったことによるもの。１９節負担金、補助及び交付金の地方バス

路線維持費補助金２，３７０万３，０００円の増額は、コロナウイルス

感染症拡大により、乗車人数や収入が減少したため、補助金を増額する

ものです。２１節貸付金の金融機関預託金１，５００万円の減額は、今

年度の実績に鑑み、各金融機関に追加で預託する必要がないと判断した

ことによるものです。主な質疑では、「バス事業者への補助金は、国費、

県費も含めて、総額は幾らになるのか」との質問に「令和２年度実績で
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１億９，７０７万７，０００円である」との答弁。「デマンド交通の運行

業者が変わることに問題はないか」との質問に「仕様書は前回事業者と

全く同じであり、サービスの低下はないと考える」との答弁。「入札の状

況はどうだったのか」との質問に「市内業者５社に声を掛け、２社の参

加があった。入札額は約２，０００万円と約２，７００万円であった」

との答弁。次に、土木費です。２項４目道路新設改良費２，３０２万２，

０００円の減額は、国の補助金が事業費の８７％にとどまったため補正

するもの。３項１目河川管理費、１５節工事請負費２，８４７万４，０

００円の減額は、完了した東下津内水対策施設整備事業に伴うもので、

入札減によるもの。２目砂防費１，１６９万４，０００円の減額は、が

け崩れが発生した角石地区の対策事業で、内示額が申請額の８５％にと

どまったことによるもの。４項１目港湾管理費、１９節負担金、補助及

び交付金の県事業負担金２，８４２万３，０００円の減額は、県から事

業見込額が提示されたことから補正するもの。５項１目都市計画総務費、

１３節委託料の調査委託料１５２万１，０００円の減額は、用途地域等

の見直しに関する業務の入札減によるもの。１９節負担金、補助及び交

付金の県事業負担金２，２００万円の減額は、県事業に対する社会資本

整備総合交付金が、要求額より減額されたことに伴い、事業費が減額と

なったことによるもの。４目都市再生整備事業費、１５節工事請負費２，

０４７万７，０００円の減額は、地権者との用地交渉が不調となったこ

とによるもの。１７節公有財産購入費の用地購入費５９６万８，０００

円の増額は、上述の用地交渉不調により、市道橋の施工ができなくなっ

たため、山陽小野田警察署北側の市道の一部を施工することとし、必要

な用地を購入するもの。２２節補償、補填及び賠償金の補償金４２１万

３，０００円の減額は、地権者との交渉が不調に終わったことによるも

の。ここでの主な質疑では、「新開作二軒屋線整備事業はいつ完了の予定

か」との質問に「当初令和３年３月３１日までに、県から認可を受ける

予定であったが、現在、認可延伸の手続中で、完成時期はまだ伺ってい

ない」との答弁。「小野田駅前の用地交渉が不調に終わった影響は」との

質問に「沖中川から西側の中通商店街に通じる道路は完成できなくなっ

たが、沖中川の東側に造る日の出公園にアプローチする３本の道路は、

予定どおり完成する見込みである」との答弁。「がけ崩れ災害緊急対策事

業は、どのような工法の工事をするのか」との質問に「４種類程度の工

法の比較を行い、国と協議を進めている」との答弁がありました。以上

で産業建設分科会の報告を終わります。委員各位の慎重審議をよろしく

お願いします。 
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（中村博行産業建設分科会長 降壇） 

 

矢田松夫委員長 産業建設分科会の報告が終わりましたので、これより質疑を

行います。御質疑はありませんか。 

 

山田伸幸委員 ちょっと確認させていただきたいんですが、この委員会全体会

の質疑は一問一答でよろしかったでしょうか。 

 

矢田松夫委員長 はい、そのとおり進めてください。 

 

山田伸幸委員 それでは、商工費について、地方バス路線維持費補助金２，３

７０万円と、かなりの金額の増額になりました。先ほどもあったように、

総額で２億円近い補助金になるわけですが、乗車人数、売上げの減少と

いうふうに言われたんですが、具体的にどの程度の人数が見込みより減

ったのか。それはきちんと説明があったでしょうか。 

 

中村博行産業建設分科会長 具体的な人数等々の説明は受けておりません。た

だ、この計算方法について質問がありまして、いろいろ詳細にわたる計

算方法、何々が２０分の９とかいった細かい計算方法があって、最終的

に市の負担金がこういうふうになったと、増額がこういうふうになった

という説明は受けております。 

 

山田伸幸委員 この地方バス路線は今後見直しが進められると思いますので、

委員会におかれましては、それをしっかりやっていただきたいと思いま

す。次に土木費に行きます。道路新設改良費２，３００万円の減額。先

ほどの説明では、国の補助金の事業費が８７％になったということです

が、これはもともと１００％を国の補助ということで見積もっていて、

これが減額となったのか、それとも見積り段階で１００％計上すべきで

はなかったのか、その点いかがでしょうか。 

 

中村博行産業建設分科会長 細かな質疑はありませんでしたが、これについて

は最終的に８７％になったということで、当初の金額との比較はしてお

りません。 

 

山田伸幸委員 それと都市再生整備事業についてです。先ほどの説明で、工事

請負費の減額、地権者と用地交渉が不調に終わったという説明をされま

した。ほかの路線は問題なく進むというふうな説明もありましたが、実
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際にこの用地を使っての事業が、遅れは当然出てくるわけですけれど、

それについて、今後の取組等、何か説明があったでしょうか。 

 

中村博行産業建設分科会長 交渉が不調に終わったということで、詳細につい

てはなかなか難しいので、説明は避けたいということでした。したがっ

て、先ほども申しましたように、この代わりと言ったらおかしいんです

けども、山陽小野田警察署北側に新たに用地を購入して、そういう関連

の道路を付けるということを聞いております。 

 

山田伸幸委員 要するに不調に終わった用地交渉は、このまま引き続き交渉を

続けていくのかどうなのか、その点はいかがですか。 

 

中村博行産業建設分科会長 市道橋をつけるということ自体が、もう難しいと

いうことです。 

 

矢田松夫委員長 ほかの委員の方で御質疑はありませんか。 

 

笹木慶之委員 農林水産業費の農業委員会費の中で、８０１万５，０００円の

報酬減額があります。理由は、能率給を減額するものということですが、

農業委員と農地適正化推進委員の活動に関するものだという理解をして

おりますけれども、当初予算を幾ら見て、これだけの減額になったのか。

果たして、正常な業務がなされたのかという質問はございませんでした

か。 

 

中村博行産業建設分科会長 細かい説明、様々な予算で減額等々があったよう

です。大きく申しますと能率給ということで、新規農業者等々、農地の

集積等は進んで、１３０万円ぐらいのアップということであったんです

けども、逆に、耕作放棄地を解消するというところが全くできていなか

ったので、その辺の減額につながったということです。 

 

笹木慶之委員 耕作放棄地の件が今取り沙汰されましたが、そのことによる行

政効果といいますか、その辺りのことについてはいかが御審議されたで

しょうか。 

 

中村博行産業建設分科会長 そういったところまでは踏み込んだ審査はしてお

りません。 
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矢田松夫委員長 ほかの委員で御質疑はありませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）

それでは以上で質疑を終わります。次に新型コロナウイルス感染症対策

分科会の報告を求めます。 

 

（髙松秀樹新型コロナウイルス感染症対策分科会長 登壇） 

 

髙松秀樹新型コロナウイルス感染症対策分科会長 それでは新型コロナウイル

ス感染症対策分科会の報告をします。議案第１号、令和２年度山陽小野

田市一般会計補正予算（第１９回）について、２月２６日に委員全員出

席で行いました。まず概要ですが、企画課分として、２款総務費、１項

総務管理費、３１目新型コロナウイルス対策費、１９節負担金、補助及

び交付金、新生児応援金事業費５００万円の減額は、新生児一人につき

１０万円の支給で、当初４００件の交付を見込んでいたが、先週までの

出生件数は２６３件。そのうち申請件数は２５０件となり、年度末に向

けて、今年度予算の余剰が見込まれるため、実績を鑑み減額する。なお、

当該事業は対象となる新生児の出生日を令和３年４月１日まで、申請期

限を令和３年６月までとしているため、来年度予算に５０人分に相当す

る５００万円を計上しています。子育て支援課分としまして、３款民生

費、２項児童福祉費、１０目新型コロナウイルス対策費を２，４４０万

円増額し、９，０２５万６，０００円とするもの。内容は、一時預かり

等の事業を実施する保育施設等に対して、保育所等は１施設当たり、事

業実施については、１事業当たりで定められた補助基準額の範囲内で、

感染症対策に必要な消耗品や備品等を購入し、又はその購入費用に対し

て補助する費用です。健康増進課分としまして、４款衛生費、１項保健

衛生費、８目新型コロナウイルス対策費、１１節需用費、消耗品費のう

ち、５２６万４，０００円の減額と、１３節委託料、検査委託料２，８

５２万２，０００円の減額は、地域外来検査センターの決算を見込み減

額するもの。検査数は１日当たり最大４０件可能であり、最大の件数で

予算計上していたが、現時点における実績は合計１３５件。総務課分、

積立金１，２３５万１，０００円は、新型コロナウイルス等感染症対策

基金への積立てで、財源内訳は減額補正を行う事業の一般財源分１，１

９９万円、新型コロナウイルス感染症対策への寄附金２件分３４万４，

０００円、サポート寄附金１万７，０００円です。特別定額給付金給付

事業費の補正は、３，５２９万３，０００円を減額するもので、令和２

年９月１５日に給付を完了した特別定額給付金に係る事業費について、

決算を見込んだ補正である。環境課分としまして、４款衛生費、１項保

健衛生費、８目新型コロナウイルス対策費、１９節負担金、補助及び交
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付金、新型コロナウイルス感染防止対策費助成金５，４９０万円の減額

は、決算見込みによる減額で、現状の感染防止対策取組宣言登録事業者

数、助成金申請事業者数と、今後申請される事業者数、助成金額に鑑み、

当初見込みの事業者数を１，４８７件から５００件に減じ、予算額８，

５５０万円から５，４９０万円を減額して３，０６０万円とするもの。

２月２５日現在の登録事業者件数は３４７件、助成金申請件数は１４６

件、助成金額は８３６万９，０００円。学校教育課分としまして、１０

款教育費、２項小学校費、４目新型コロナウイルス対策費、１１節需用

費、消耗品費４１１万円の増額は、研修用の図書の購入費１２２万円、

アルコール噴霧器とアルコールの購入費１２４万１，０００円、そのほ

か感染症対策の消耗品購入費１６４万９，０００円。１８節備品購入費、

校用器具費６１４万円の増額は、サーモ非接触式体温計噴霧器、スポッ

トクーラー、空気清浄機の各校への整備費用。３項中学校費も同様に消

耗品費２０３万円の増額は、研修用と感染症対策として消耗品購入費。

校用器具費２４７万の増額は、サーモ非接触式体温計噴霧器等の購入費

です。質疑によって明らかになった事項として、子育て支援課分ですが、

感染対策に必要な物品は、これから各保育所等で準備されるが、過去２

回の事業では空気清浄機や自動手指消毒器、噴霧器等が整備されている

ということでした。健康増進課分としまして、地域外来・検査センター

を通じて、陽性だったのは６件あったということです。総務課分の特別

定額給付金について、給付の申請に至らずに死亡して、消滅した世帯は

３７世帯、また、辞退の届出を明確にした人は８世帯１０人、宛先不明

の人は２５世帯２５人、理由は分からないが申請がなかった人は６９世

帯７４人だったということでした。環境課分としまして、キャッシュレ

ス対応機器の導入はほとんどリースであると事業者から聞いており、基

本的に助成金の対象外としたとの説明がありました。学校教育課分とし

まして、スポットクーラーは小学校２６台、中学校に１０台購入する予

定で、原則体育館に置くが、校内のほかの場所でも必要に応じて使用す

る。教職員の研修費は、書籍の購入やオンライン研修等の参加費である

ということです。アルコール等感染症対策消耗品はアルコール、マスク、

手袋等を考えているということでした。報告は以上です。 

 

（髙松秀樹新型コロナウイルス感染症対策分科会長 降壇） 

 

矢田松夫委員長 新型コロナウイルス感染症対策分科会の報告が終わりました

ので、これより質疑を行います。質疑はございませんか。（「なし」と呼

ぶ者あり）質疑なしと認めます。それでは討論に入る前に、執行部の出
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席を求めますので、ここで若干の休憩を挟み、１０時５０分から再開を

しますので、定刻までに御参集をお願いします。それでは、休憩に入り

ます。 

 

午前１０時４０分 休憩 

 

午前１０時５０分 再開 

 

矢田松夫委員長 それでは委員会を再開します。議案第１号、令和２年度山陽

小野田市一般会計補正予算（第１９回）についての討論を行います。討

論はありませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）討論なしと認めます。これ

より議案第１号について、採決します。本件に賛成の委員の挙手を求め

ます。 

 

（賛成者挙手） 

 

矢田松夫委員長 全員賛成により、本件は可決すべきものと決定しました。次

に承認第１号、令和２年度山陽小野田市一般会計補正予算（第１７回）

に関する専決処分について及び承認第２号、令和２年度山陽小野田市一

般会計補正予算（第１８回）に関する専決処分について、新型コロナ感

染症対策分科会の審査が終了しましたので、分科会会長の報告を求めま

す。 

 

（髙松秀樹新型コロナウイルス感染症対策分科会長 登壇） 

 

髙松秀樹新型コロナウイルス感染症対策分科会長 それでは、新型コロナウイ

ルス感染症対策分科会より報告します。承認第１号、令和２年度山陽小

野田市一般会計補正予算（第１７回）に関する専決処分について、２月

２６日、委員全員出席で委員会を開催しました。まず、概要ですが、こ

の補正は児童扶養手当受給世帯等に支給するひとり親世帯臨時特別給付

金の増額であり、３款民生費、２項児童福祉費、１１目ひとり親世帯臨

時特別給付金給付事業を２，３３２万３，０００円増額し、１億１１８

万７，０００円とするものです。国から令和２年１２月末日までに支給

するよう通知がなされ、予算の補正に特に緊急を要したため、令和２年

１２月１６日に専決処分が行われました。給付金の対象者は令和２年１

２月１１日時点で、既に１回目の給付金を受給している人であり、本市

には６０５人おられた。支給額は１回目と同額で、１世帯５万円に第２
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子以降一人につき３万円を加算、１２月２４日に対象者の口座に振り込

まれたということです。受給を拒否した人はおられなかったという説明

でした。このひとり親世帯臨時特別給付金の申請期限は１、２回目とも

に令和３年２月２８日の消印有効となっており、受給要件を満たしてい

るのに、まだ１回目の給付金の受給をしていない人は、期限までに申請

すると１回目と２回目の両方が支給される。これに令和３年２月２５日

時点で、令和２年１２月１１日以降２４人から申請があり、受給要件を

満たす人に順次支給されるという説明がありました。次に質疑によって

明らかになった事項としまして、１３節システム改修委託料２６４万円

は、現在使っている児童扶養手当のシステムに、２回目の支給の記録を

残すための改修。次に、現在のシステムを納品した業者と随意契約を行

ったということでした。児童扶養手当の受給要件は、被扶養者が一人の

場合、年収３６０万円未満。対象者への周知方法は、市の広報に２回掲

載。幼稚園、保育園、小・中・高校生にチラシを配布。公共施設と市内

の小児科医院にポスターを掲示。ＦＭサンサンきららのピックアップさ

んようおのだに担当職員が出演。ＣＭ放送を４０回程度実施したという

ことでした。続きまして、承認第２号、令和２年度山陽小野田市一般会

計補正予算（第１８回）に関する専決処分についてです。概要としまし

て、この補正は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種体制の構築

に必要なコールセンターと予約受付システムの整備費、その他ワクチン

全般に係る令和３年９月までに必要な経費の追加であり、４款衛生費、

１項保健衛生費、８目新型コロナウイルス対策費を４億７１２万４，０

００円増額し、５億６，３００万８，０００円とするもの。３月中下旬

の予定とされていた高齢者へのワクチン接種券発送後、すぐに予約受付

システム等を稼働させる必要があるため、令和３年２月５日に専決処分

が行われた。補正の主な内容として、予防接種委託料２億８，８０４万

９，０００円は、全市民２回分の接種費用。コールセンター業務委託料

５，２８２万８，０００円は、コールセンターで電話７回線を使って、

相談や予約受付を行うための費用４，６７７万７，５００円と予約シス

テムの開発費等が６０５万円。現在想定している接種場所は、基本型接

種施設として、集団的な個別接種を行う市内の公的３病院、サテライト

型接種施設として個別接種を行う２０程度以上の医療機関と、集団接種

会場となる公共施設２か所。高齢者の接種券発送の時期が３月下旬へと

徐々に後ろにずれていっているが、４月１日以降、ワクチンが供給され

たら、接種を開始できるよう現在準備を進めているという説明がありま

した。次に質疑によって明らかになった事項ですが、コールセンター業

務は、接種券の発送からコールセンターの運営、予約管理システムの運
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用まで一貫して行う専門業者１社に委託をするということでした。コー

ルセンターの電話番号は広報、ホームページ、各種チラシのほか、接種

券に添える案内文で周知する。備品購入費は、主に酸素マスク、酸素ボ

ンベ、救急用ベッドなどを購入するもので、業務終了後は、急患診療所

や避難所での活用を考えている。集団接種会場では、接種直後の経過観

察を保健師又は看護師が複数人で行う体制を整える予定。医療関係者の

接種は県の管轄であるが、接種券は市民全員に送付する。国から接種に

向けて市町村が準備すべき事項がある程度示されているが、運用の仕方

は、各々市町村で考えて対応している。コールセンターの電話回線は適

宜増設するように考えている。ワクチンと注射器の確保と分配は、県が

計画を立てるということでした。報告は以上です。 

 

（髙松秀樹新型コロナウイルス感染症対策分科会長 降壇） 

 

矢田松夫委員長 新型コロナウイルス感染症対策分科会の報告が終わりました

ので、これより質疑、討論、採決を行いますが、質疑、討論、採決につ

いては、１件ずつ行います。まず承認第１号、令和２年度山陽小野田市

一般会計補正予算（第１７回）に関する専決処分について、御質疑はあ

りませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）質疑なしと認めます。それでは承

認第１号、令和２年度山陽小野田市一般会計補正予算（第１７回）に関

する専決処分についての討論を行います。討論はありませんか。（「なし」

と呼ぶ者あり）討論なしと認めます。これより承認第１号について、採

決します。本件に賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

矢田松夫委員長 全員賛成により、本件は承認すべきものと決定しました。次

に、承認第２号、令和２年度山陽小野田市一般会計補正予算（第１８回）

に関する専決処分について、御質疑はありませんか。（「なし」と呼ぶ者

あり）質疑なしと認めます。それでは承認第２号、令和２年度山陽小野

田市一般会計補正予算（第１８回）に関する専決処分について、討論を

行います。討論はありませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）討論なしと認

めます。これより承認第２号について、採決します。本件に賛成の委員

の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 
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矢田松夫委員長 全員賛成により、本件は承認すべきものと決定しました。以

上で委員会を閉じさせていただきます。 

 

 

午前１１時 散会 

 

 

令和３年３月９日 

 

一般会計予算決算常任委員長 矢 田 松 夫   

 

 

 

 


